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地であり，有島の精神形成に大きな意義を有する聖地で
あった。そのアッシジを訪問し，やはり有島同様に深い
感銘を受け，印象的な紀行を残した文化人は多い。例え
ば，岩村透，田中耕太郎，柳沢健，小宮豊隆，和辻哲郎，
野上弥生子，志賀直哉，中川一政，大岡昇平などである。
　このうちで，アッシジに1ヶ月の長きにわたって滞在
し，最も精細な記録を残したのは，意外にも後に最高裁
判所の長官になって法曹界に君臨した田中耕太郎であ
る。ここでその跡を紹介してみると，彼は1921年6月15
日にローマからアッシジに到着，名状し難い感激を以て，
サンフランチェスコ教会と修道院を見出し，直ちに教会
下院に入り，アッシジの町を散歩，以後連日のように，
教会の下院，上院，聖キアラ（クララ）教会，サン・ダ
ミアノ修道院，カテドラル，或いはかつてフランチェス
コが小屋を作って礼拝した場所にあるサンタ・マリア・
デリ・アンジェリ教会，フランチェスコの質素な寝床の
保存されたサン・カルツェリなどを訪ねている。
　そして教会上院のジオットーの壁画を見て，彼はチマ
ブエやジオットーをルネサンスの開始と見る見方に疑問
を呈し，彼等の敬度な信仰が古代ギリシアやローマのよ
うな異教主義を容れることは考えられないとしている。
要するに田中は，異教主義とキリスト教との真の融合調
和はラファエロやミケランジェロによって初めて完成さ
れたとするのである。
　そのように彼はキリスト教や中世美術に深く入りこ
み，精神形成の一助を得ようとするのであるが，田中の
このような態度は，一種の教養主義にも通ずるが，やは
りそれにとどまらず，カトリック篤信者の立場からも，
生の渇望をいやそうとする真摯なものが見られるもので
ある。
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　ここ数年来，有島武郎の精神形成探求の一環どして，
「明治大学教養論集」に「有島武郎のヨーロッパ紀行」
を連載してきたが，（五）で完成したので，本年度と来年
度は，やはり同様の趣旨により，主として大正教養派及
びその周辺の文化人の，ヨーロッパ外遊における西洋文
化，美術の吸収の跡を跡づけることにより，彼らが何を
見，いかに感じ，どう影響されたかを探る試みを行う。
さしあたり，そのような試みに最も便宜なイタリアから
始める。
　イタリアのうちでもアッシジは，有島にとって，彼の
最も敬慕する聖フランチェスコが清貧の生涯を終えた土
